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別添１

優良外食産業表彰の概要

１ 趣旨

外食産業は、国民の食生活の約４割を担うなど、国民経済上重要な役割を果た

している。

このため、農林水産業との連携、消費者ニーズに対応したサービスの提供、環

境への配慮など創意工夫を活かした取り組みを行っている外食事業者等を表彰

し、もって外食産業の振興を図ることとする。

２ 事業内容

外食事業者団体等からの推薦を受けた候補者について、有識者で構成される

審査委員会による審査を経て、以下の各部門について、農林水産大臣賞、農林

水産省食料産業局長賞を選出する。本表彰制度は、平成４年度から実施してお

り今年で２２回目（新名称では第６回目）となる。

① 地 産 地 消 推 進 部 門

② 農林漁業成長産業化貢献部門

③ 商 品 開 発 部 門

④ 新規業態・人材開発部門

⑤ 地域社会貢献・環境配慮部門

⑥ 快 適 給 食 サ ー ビ ス 部 門

⑦ 海外進出・食文化普及部門

⑧ 特 別 功 労 部 門

３ 審査委員

【委員長】青井 倫一 明治大学専門職大学院グローバル・ビジネス研究科教授

石田 裕美 女子栄養大学教授

木立 真直 中央大学商学部教授

増田 陸奥夫 一般社団法人日本食農連携機構理事長

三村 優美子 青山学院大学経営学部教授

村松 真貴子 教育･食生活ジャーナリスト､フリーアナウンサー



地産地消推進部門 １ 

地域社会貢献・環境配慮部門 ５ 

海外進出・食文化普及部門 ７ 

【大臣賞】 (株) ダイヤモンドダイニング、利恵産業(株) 

【局長賞】 (株) 王滝 

【大臣賞】 ジェイアール東日本フードビジネス(株)、(株) ホットランド、 

       ロイヤルホールディングス(株) 

【大臣賞】 （株）ウエスト.、小野 二郎、わらべや日洋(株)  

第２２回優良外食産業表彰 
受賞者 の 概 要 

商品開発部門 ３ 

快適給食サービス部門 ６ 

【大臣賞】 (株) アントワークス、(株) トラジ、(株) 松屋 

【局長賞】 (株)小洞天       

新規業態・人材開発部門 ４ 
【大臣賞】 (株) 佐市、(株) はなまる、(株) ひがしやまフードサービス 

【局長賞】 （株）ミツオ 

特別功労部門 ８ 

 該当なし  

農林漁業成長産業化貢献部門 ２ 

 該当なし  



地産地消推進部門 
【大臣賞】 株式会社 ダイヤモンドダイニング 
【概要】 
 代表取締役社長 松村 厚久   
 所 在 地 東京都港区 
 設   立  平成８年３月 
 資 本 金 ５億２百万円 
 売 上 高 ８７億８千万円 
 従 業 員 １,７６７名 
 店 舗 数 123店舗（全店直営）   
 主な店舗 「GLASS DANCE」､「今井屋」、 

          「鳥福」、「わらやき屋」 

【功績の概要】 
  高知の漁協、食品加工業者等と連携して水産
加工施設を経営し、宿毛湾で水揚げされ、そこで
加工されたキビナゴ等を仕入れ、土佐をコンセプト
とした業態「わらやき屋」で提供。他にも「土佐はち
きん地鶏」、四万十川の「川海老」、「青さのり」な
ど高知の食材を積極利用。 
 また、「藁焼き」という土佐ならではの調理法で
提供することで、地域の食文化の知名度拡大にも
貢献。 

土佐の伝統的な調理法「藁焼き」 水産加工施設(漁協等との連携して運営) 「土佐はちきん地鶏 もも肉」 

【大臣賞】 利恵産業株式会社 
【概要】 
 代表取締役社長 助川 秀一朗    
 所 在 地 東京都世田谷区 
 設   立  昭和３９年１２月 
 資 本 金 ６,０００万円 
 売 上 高 ２９億５千万円 
 従 業 員 ３８０名 
 工 場 数 １工場 
 主な品目 「和洋中惣菜」、「サラダ」    

【功績の概要】 
 相模原工場から発生する野菜くずを、連携する
農業生産法人が肥料として野菜栽培に利用。収
穫された野菜を惣菜へ加工し近隣の大学の学食
等に供給するほか、イベント出店により地域住民
にも提供。 
 また、同工場から発生した動植物残さを地域の
農業高校が豚の飼料として利用し、その豚の肉を
使用したハンバーグ惣菜を製造、販売するなど、
地域と連携して、地産地消の取組を推進。  

「大学学食での地産地消の取組」 地域の食材と学生との連携惣菜 地産地消の取組から生まれた惣菜 



地産地消推進部門 
【局長賞】 株式会社 王滝 
【概要】 
 代表取締役社長 永瀬 完治   
 所 在 地 長野県松本市 
 設   立  昭和５３年３月 
 資 本 金 １,０００万円 
 売 上 高 ２４億１千万円 
 従 業 員 ４５３名 
 店 舗 数 ２７店舗（全店直営） 
 主な店舗 「築地市場食堂」 
         「廻る寿司処あっちゃん」 

【功績の概要】 
 米をはじめ各種野菜等について、長野県産の食
材を積極利用。特にタマネギ、山菜、そばは県内
有力産地の農家と直接取引を実施。 
 長野県が開発振興している信州サーモンも寿司
ネタ等で積極利用。 
 放牧飼育の地元銘柄豚については、生産者と連
携して、ほぼ全頭分の主要部位（ロース、肩ロー
ス）を買い付けている。 
 松本大学と共同で開発した健康弁当においても、
県産食材、伝統食品を多く使用し、ケータリングメ
ニューとして定着させ、地域の活性化に貢献。  

「信州SUN弁当」（松本大学と共同開発） 「信州サーモン」の握り 「寿司処 おおたき総本店」 



商品開発部門 
【大臣賞】 株式会社 アントワークス 
【概要】 
 代表取締役社長 早川 秀人   
 所 在 地 東京都中野区 
 設   立  平成元年３月 
 資 本 金 ４,５００万円 
 売 上 高 ４２億９千万円 
 従 業 員 ７８３名 
 店 舗 数 ６１店舗（直営 43､FC 18） 

 主な店舗 ｢伝説のすた丼屋｣、｢名物 
  すた丼の店｣、｢アメリカンステーキハウ 
  ス デンバープレミアム｣ 

【功績の概要】 
 創業から40年以上守り続けている「秘伝のニン
ニク醤油ダレ」を使用し、調理方法にこだわりを
持った「すた丼」は他社の追随を許さない人気商
品となっている。 
 「すた丼」を軸に、「生姜丼」、「塩すた丼」、「スタ
ミナカレー」、「ピー辛丼」等の定番メニューのほか、
期間限定の「牛すた丼」、｢牛タン丼」、「牛ステー
キ丼」など、幅広いメニューを取り揃える。  
 また、フードコート等では、女性向けのメニューも
提供し、業態に合わせたメニュー開発も実施。 

創業時からの人気商品「すた丼」 「伝説のすた丼屋」 厨房での調理風景 

【大臣賞】 株式会社 トラジ 
【概要】 
 代表取締役社長 金 信彦   
 所 在 地 東京都中央区 
 設   立  平成１１年６月 
 資 本 金 ９,１７２万円 
 売 上 高 ６３億５千万円 
 従 業 員 ９４９名 
 店 舗 数 ４９店舗（全店直営） 
 主な店舗 ｢炭火焼肉トラジ｣、 
                        ｢美食焼肉トラジ 葉菜｣ 

セントラルキッチンでの手切り作業 看板メニュー「ヒレカク」 アイスバッテリーでの流通 

【功績の概要】 
 食品での未だ活用実績のない保冷容器「アイス
バッテリー」により、カルビの旨みを最大限に保っ
た「和牛”生”カルビ」（チルド）を提供。 
 創業時、薄切りが一般的だった「タン塩」を、厚さ
９ミリカットの「名物タン塩」を提供。 
 その取り扱いの難しさから焼肉業界で敬遠され
る高級部位「フィレ」をサイコロ状にカットした「ヒレ
カク」を提供。 
 女子栄養大学とのコラボ企画では働く女性向け
の健康メニューを開発、提供。 



商品開発部門 
【大臣賞】 株式会社 松屋 
【概要】 
 代表取締役社長 松山 明夫   
 所 在 地 大阪府藤井寺市 
 設   立  平成２年１月 
 資 本 金 １,０００万円 
 売 上 高 １９億２千万円 
 従 業 員 ４０６名 
 店 舗 数 １５店舗（全店直営） 
 主な店舗 ｢和匠肉料理 松屋｣、「カル  
  ビの王様｣、｢松屋焼肉 すてぇ～き｣ 

【功績の概要】 
 18種類の高級調味料を使用した秘伝のタレによ
る味付けが人気を博し、関西の焼肉の名店として
長年支持されている。 
 「ハラミ」という名前を業界で先駆けて使用し販
売するなど、先駆的な取組を実施。 
 開いた形状が蝶々に似た独特のカットの「ちょう
ちょ」、焼肉に和食文化的要素を取り入れた懐石
風メニューのなど、焼肉料理としての新しい形を
提供している。 

「和匠肉料理 松屋」 懐石風メニュー「慶び膳」 秘伝のタレの仕込み 

【局長賞】 株式会社 小洞天 
【概要】 
 代表取締役 戸張 敦仁   
 所 在 地 東京都中央区 
 設   立  昭和３１年５月 
 資 本 金 ５,０００万円 
 売 上 高 ９億１９百万円 
 従 業 員 １２６名 
 店 舗 数 １０店舗（全店直営・惣菜店含む） 

 店 舗 名  「小洞天」 

【功績の概要】 
 創業以来60年以上変わらない味を提供し続けて
いる「ポークシウマイ」は、看板メニューとして根強
い支持を得ている。 
 また、看板メニューを軸として、６層にも重ね包
みした「海老シウマイ」、見た目にインパクトのある
「カニシウマイ」など、新たな味も生み続けている。 
 現在人気メニューの「担々麺」は隠し味を施し、
他店にはない味わいを提供している。  

一番人気の「担々麺」 代名詞でもある各種「シウマイ」 「小洞天 日本橋店」 



新規業態・人材開発部門 

【大臣賞】 株式会社 はなまる 
【概要】 
 代表取締役社長 成瀨 哲也   
 所 在 地 東京都中央区 
 設   立  平成１３年１１月 
 資 本 金 １億３５百万円 
 売 上 高 ２２０億円 
 従 業 員 １,２９２名 
 店 舗 数 330店舗（直営206､FC124）    
 主な店舗 ｢はなまる｣、｢うまげな｣、 
                        ｢さぬき麺屋｣ 

【功績の概要】 
 業績が伸び悩んだ際、ＱＳＣのチェック項目を大
幅(1/10)に減らし、焦点を絞ること等によって、従
業員に必要な基本を徹底させ、目標を明確化する
ことでＱＳＣの向上を実現させた。 
 また、従業員の技術向上のためマイスター制度
を導入したほか、ＱＳＣ向上に繋がるアイデアを全
従業員から随時募集し、採用されれば全店でこれ
を共有する仕組みを導入。 
 こうした人材育成・開発の取組が同社の急激な
成長を支えている。 

ＱＳＣの臨店チェック 「マイスター」認定試験の様子 

「マイスター」を示す名札 

「はなまるうどん」 

【大臣賞】 株式会社 佐市 
【概要】 
 代表取締役 佐藤 啓二   
 所 在 地 宮城県仙台市 
 設   立  昭和５４年１２月 
 資 本 金 １,０００万円 
 売 上 高 ６億８千万円 
 従 業 員 ６０名 
 店 舗 数 １店舗 
 店 舗 名 ｢主婦の店 さいち｣ 

同店の代名詞ともいえる「おはぎ」 類を見ない大規模な惣菜売場 他社にまねのできない豊富な惣菜類 

【功績の概要】 
 食品スーパーでありながら、惣菜300品目を提供
し、その売上が全体の50％を超えるという他に類
を見ない店舗経営を実践し、地域住民や多くの観
光客から根強い支持を受けている。 
 惣菜製造に当たってはレシピによらず、実際に
共に調理しながら「口伝」でマンツーマンで教え、
さいちの味を身につけてもらうといった個店ならで
はの手法を実践。 
 その商品開発力は中食業界の手本とされ、同業
他社から多くの研修者を受け入れるなど、業界の
発展にも大きく貢献。 



新規業態・人材開発部門 
【大臣賞】 株式会社 ひがしやまフードサービス 
【概要】 
 代表取締役 千田 耕作   
 所 在 地 宮城県仙台市 
 設   立  平成１７年９月 
 資 本 金 ５,０００万円 
 売 上 高 １２億６千万円 
 従 業 員 ２７０名 
 店 舗 数 １２店舗 
 主な店舗 ｢焼肉レストランひがしやま｣、  

 「炭火焼牛たん東山」、「レッコルニーア ペル   
 ウッチェリーノ」「あづま(すきやき・しゃぶしゃぶ)」 

【功績の概要】 
 外部講師を招聘した店長研修を毎月実施。 
 直営３業種と唐揚げやゴルフ場レストラン等系
列の焼肉以外の他業態４業種の計７業種の各店
舗の料理長による「料理研鑽会」を実施し、業種を
超えた人材交流により、柔軟な人材育成やメ
ニュー開発を実施。 
 ISO22000取得店舗「長町駅前店」での研修を通
して、ISO22000に対応できる人材を育成。 

「ＩＳＯ22000」対応人材の育成 外部講師による「店長研修」 「料理研鑽会」による人材等育成 



地域社会貢献・環境配慮部門 
【大臣賞】 ジェイアール東日本フードビジネス株式会社 
【概要】 
 代表取締役社長 明智 俊明   
 所 在 地 東京都北区 
 設   立  平成元年４月 
 資 本 金 ７億２１百万円 
 売 上 高 ２２９億円 
 従 業 員 ２,４９１名 
 店 舗 数 237店舗 
              （直営221､FC・業務委託16）   
 主な店舗 ｢ベッカーズ｣、 
        「ベックスコーヒーショップ」 

【功績の概要】 
 ＪＲ東日本が推進する地域再発見プロジェクトと
連携し、地域の食材を利活用する取組を実施。 
 農産物の鳥獣被害が深刻な長野県の鹿肉を活
用し、日本ジビエ振興協議会の協力を得てジビエ
メニューを開発、首都圏の店舗で販売。鳥獣被害
対策やジビエという新たな食文化の普及、地域の
情報発信などに貢献。  
 また、地元の社会福祉法人が鹿肉加工に新た
に参入するに当たり、衛生指導を行うなど連携し
つつ、そこから食材として仕入れることで、地域で
の新たな雇用創出にも大きく貢献。 

多くの反響を得た「鹿肉バーガー」 基幹ブランド「ベッカーズ」 社会福祉法人への衛生指導 

【大臣賞】 株式会社 ホットランド 
【概要】 
 代表取締役 佐瀬 守男   
 所 在 地 東京都中央区 
 設   立  平成３年６月 
 資 本 金 ８億２７百万円 
 売 上 高 １９５億円 
 従 業 員 １,９９３名 
 店 舗 数 469店舗（直営334､FC133）   
 主な店舗 ｢築地 銀だこ｣、 
                  「薄皮たい焼 銀のあん」 

【功績の概要】 
 毎年全国30以上の養護施設等において、「銀だ
こカー」によるたこ焼きを振る舞うイベントを実施。 
 東日本大震災時には、被災地で「銀だこカー」に
よる炊き出しを行ったほか、石巻市では法人を設
立、トレーラーハウスを活用した飲食店、カラオケ
店等を設置し、被災者に憩いの場を提供するとと
もに新たな雇用を創出。さらに同市に一時的に本
社を移転し、納税という形での支援も実施。 
 現在も宮城大学と連携し、被災地での地場産業
の創出に向けて取り組んでいる。  

「銀だこカー」による被災地支援 「銀だこカー」による全国横断活動 復興商店街「ホット横丁石巻」 



地域社会貢献・環境配慮部門 
【大臣賞】 ロイヤルホールディングス株式会社 
【概要】 
 代表取締役社長 菊地 唯夫    
 所 在 地 福岡県福岡市 
 設   立  昭和２５年４月 
 資 本 金 １３６億７６百万円 
 売 上 高 １,２０７億円 
 従 業 員 １１,９１１名 
 店 舗 数 727店舗（直営店） 
 主な店舗 ｢ロイヤルホスト｣、 
                   「てんや」、「シズラー」 

【功績の概要】 
 「シズラー」では、夏休みに地域の親子を対象に、
野菜や果物のおいしさや魅力を体験し、学ぶこと
のできる食育イベントを開催。また、 「ロイヤルホ
スト」では、東京農業大学と連携し、健康メニュー
の共同開発や食育講座を開講するなど、「レスト
ランは食育業」という考え方のもと、さまざまな食
育活動を積極的に実施している。 
 福岡では、「ロイヤルホスト」等から出される食品
残渣を堆肥として利活用するリサイクルループを
構築するなど、各地域での活動に注力している。 

東京農業大学とのコラボ 「シズラー」での食育イベント 宮城県山元町での震災復興支援活動 



快適給食サービス部門 
【局長賞】 株式会社 ミツオ 
【概要】 
 代表取締役社長 青木 嘉司   
 所 在 地 愛知県名古屋市 
 設   立  昭和４２年１月 
 資 本 金 ５０百万円 
 売 上 高 １８億３７百万円 
 従 業 員 ６８５名 
 受託施設数 ６２施設 
 （事業所20、病院７、 
  その他（官公庁、高齢者福祉   
  施設等）34、営業給食１）  

【功績の概要】 
 迅速なニーズ把握が必要な高齢者福祉施設で
は、毎日１回喫食者やスタッフにヒアリングをして
「お客様リアクションシート」を作成し、ニーズを踏
まえた現場での迅速改善に取り組んでいる。 
 メタボ対策メニューを提供すると同時に、そのレ
シピをメモとして喫食者に提供することで、家庭で
の食改善にも貢献。 
 「なごや食育応援隊」活動の一環として、配食し
ている幼稚園で、おさかなマイスターと協力し、食
育講習会を行うと共に園児にお魚の佃煮を作成さ
せることで、体験としての知識習得をサポート。  

食育講習での佃煮作成 メタボ対策メニューとそのレシピ配布 「お客様リアクションシート」 



海外進出・食文化普及部門 
【大臣賞】 株式会社 ウエスト 
【会社概要】 
 代表取締役社長 若山 和夫  
 所 在 地 福岡県福岡市 
 設   立  昭和４１年３月 
 資 本 金 ９,７９０万円 
 売 上 高 １３３億円 
 従 業 員 １,９８５名 
  店 舗 数 184店舗（全店直営） 
 主な店舗 「うどんウエスト」､ 
         「焼肉ウエスト」  

【功績の概要】 
 約30年前から米国にてニューヨークを中心に現
地米国人を主な客層とするリーズナブルな価格帯
の日本食レストランを展開。 
 「居酒屋」、「焼き鳥」、「おでん」、「回転寿司」な
ど、従来米国になかった料理や業態を次々と投入。  
 また、食空間の演出においても掘り炬燵式の
テーブルを導入し、靴を脱いでくつろげる日本の
独特のスタイルを提供するなど、米国において日
本食文化普及の先駆けとなった。 

「回転寿司 イースト」（ニューヨーク） 掘り炬燵式の店内 

【大臣賞】 小野 二郎（前(有)すきや橋次郎 代表取締役社長） 

【(有)すきや橋次郎の概要】 
 所 在 地 東京都中央区 
 設   立  昭和４９年６月 
 資 本 金 ３００万円 
 売 上 高 １億３５百万円 
 従 業 員 ６名 
 店 舗 数 １店舗 
 店 舗 名 「すきやばし次郎」 

【功績の概要】 
 江戸前のにぎり鮨の鮨職人として、鮨の素材へ
のこだわりなど、その仕事に対する情熱と妥協の
ない姿勢がジョエル・ロブション、フェラン・アドリア
など海外のトップシェフに高く評価されている。 
 その結果、海外のメディア等からも、これまで数
多く取り上げられており、伝統ある江戸前鮨という
日本食文化の世界的な普及、発展、また、その価
値向上に大きく貢献した。   

厳選された素材の鮨 小野 二郎 氏 「すきやばし次郎」（東京都中央区銀座） 



海外進出・食文化普及部門 
【大臣賞】 わらべや日洋株式会社 
【概要】 
 代表取締役社長 妹川 英俊   
 所 在 地 東京都小平市 
 設   立  昭和３９年３月 
 資 本 金 ８０億４９百万円 
 売 上 高 １,７５０億円 
 従 業 員 ３,８０４名 
 工 場 数 １４工場 
 主な製品 「弁当」、「おにぎり」、「惣菜」 

                      「調理パン」、「和菓子」  

【功績の概要】 
 30年以上も前に米国ハワイ州に法人を設立し、
惣菜提供を開始。現在では50店舗を超えるコンビ
ニエンスストアにおにぎり等を供給するにまで成
長するなど、我が国の中食産業における海外進
出の草分け的存在。  
 2011年にはセブン-イレブン・ジャパン等とともに
中国にコンビニエンスストア向けに米飯等を供給
する合弁会社を設立。我が国で培った先進的な
生産技術や品質・衛生管理のノウハウを提供。 

中国に供給されるおにぎり等 ハワイの関連会社 ハワイで供給されるおにぎり 
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